
これらを支える基盤の整備

がん研究　人材育成　がん教育、がんに関する知識の普及啓発　がん登録の利活用の推進　患者・市民参画の推進　デジタル化の推進

患者の意向に沿った社会生活を

営むことができる
在宅緩和ケア体制の整備

住み慣れた地域社会で必要な支

援を受けられる環境がある

相談支援・情報提供の充実

共生

地域社会におけるがん対策

・がん患者支援

がんとともに

安心して暮らせる地域社会の構築

患者・家族の意向を尊重したが

ん医療提供体制がある

小児・AYA世代のがん医療

提供体制の整備

がん患者及び

その家族等の生活の

質の維持向上

がんと診断されたときからの

緩和ケアの推進

術中迅速病理診断提供体制の維持

がんのリハビリテーション医療

提供体制の整備

希少がん・難治性がん対策の推進

がんによる

死亡者の減少

医療

標準的ながん医療提供の

均てん化

質の高い専門的ながん医療の

提供体制の整備

チーム医療の推進

患者本位のがん医療の充実

どこに住んでいても質の高いが

ん医療を受けられる体制がある
支持療法の推進

かかりつけ医の普及

高齢者のがん医療提供体制の整備

最終目標

予防

喫煙防止・受動喫煙防止

生活習慣の改善 正しい知識に基づくがん予防・

がん検診の推進

感染に起因するがんの予防

分野別アウトカム

予防できるがんを防ぎ、がん罹

患者が減っている

がん検診の受診率向上

早期にがんを発見し、早期治療

につなげている精度の高いがん検診の実施

分野 取り組むべき施策（第３期計画の例） 中間アウトカム 指標番号

「第４期群馬県がん対策推進計画」ロジックモデル（仮）
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